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新
年
度
に
向
け
て 

創
刊
号(

Ｈ
17
年
12
月
号)

の
あ
と
、こ
れ
ま
で

13
年
に
亘
り
毎
年
４
月
号
に
新
し
い
年
度
に
向

け
て
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
在
り
方
に
つ
い
て
私
な
り
の
考

え
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
最
後
に
な
り

ま
す
。 

 

創
刊
の
頃
は
「
ト
リ
ト
ン
ね
り
ま
」
が
入
会
し

た
年
で
各
会
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
お
り
、

翌
年
か
ら
合
同
バ
ス
旅
行
や
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教

室
及
び
お
楽
し
み
麻
雀
大
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

議
、
そ
の
２
年
後
の
Ｈ
20
年
に
は
Ｃ
Ｃ
Ｗ(

チ
ャ

リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク)

が
相
次
い
で
発
足

し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
企
画
の
狙
い
は
、
個
別
の
会
で
は
や

れ
な
い
も
の
や
、
本
来
連
合
体
と
し
て
や
る
べ
き

も
の
を
「
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
事
業
と
し
て
」
実
施
し
、
利

用
者
の
参
加
の
機
会
と
共
に
世
話
役
の
役
割
も
作

る
と
い
う
二
重
の
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
世
話
役
が
特
定
の
人
に
偏
り

弊
害
が
出
て
き
た
た
め
、
「
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー

ト
」、「
つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
」
な
ど
新
設
す

る
も
の
の
あ
る
一
方
で 

合
同
バ
ス
旅
行
・
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
・
お
楽
し
み
麻
雀
大
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
議
・
Ｃ
Ｃ
Ｗ
な
ど
相
次
い
で
事
業
の

廃
止
が
続
き
ま
し
た
。 

最
近
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
全
体
と
し
て
特
に
内
向
き
の
関

心
が
深
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

新
し
い
会
は
別
と
し
て
多
く
の
会
が
会
員
の
減

少
や
企
画
力
・
活
動
力
の
低
下
に
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、「
長
い
目
委
員
会
」
を
新
設
し
て
約

１
年
に
亘
っ
て
検
討
も
し
ま
し
た
。 

私
を
始
め
組
織
全
体
が
高
齢
モ
ー
ド
に
な
っ
て

い
て
、
毎
年
若
い
会
が
誕
生
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
特
徴

を
フ
ル
に
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
仕
組
み
を
考

え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
長 

山
本
雄
一 

   

 

 
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

   

 

ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 

Ｗ
Ｈ
Ｃ
主
催(

Ｎ
Ｓ
Ｎ
共
催)

の
第
５
回
コ
ン
サ
ー
ト 

は
、
２
月
26
日(

火)

に
、
大
泉
学
園
の
ゆ
め
り
あ
ホ 

ー
ル
で
、｢

ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー 

ト
２
０
１
９｣

と
し
て
１
６
０
名
の
参
加
を
得
て
実
施 

さ
れ
ま
し
た
。 

２
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
は
、 

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲 

 

合
奏
協
奏
曲
「
四
季
」
よ
り
「
冬
」 

ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
・
月
の
光 

等 

・
有
名
な
映
画
音
楽 

 

白
い
恋
人
た
ち
・
シ
ャ
レ
ー
ド
・
第
三
の
男 

等 

・
懐
か
し
い
童
謡 

 

ゆ
り
か
ご
の
う
た
・
ど
こ
か
で
春
が 

等 

皆
な
じ
み
の
あ
る
曲
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
て 

も
ら
い
充
分
堪
能
し
ま
し
た
。 

今
回
は
初
め
て
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
と
岡
部 

委
員
長
が
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
28
日
夕 

方
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

(

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
事
務
局) 

 

 

 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
演
者
決
ま
る 

今
年
８
月
３
日(

土)

第
17
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
の
第
一
部
の
出
演
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

二
期
会
会
員
の
オ
ペ
ラ
歌
手
の
金
見
美
佳
さ
ん.

で 

す
。
乞
う
ご
期
待
！
（
詳
細
は
６
月
号
で
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

取材を受ける岡部委員長 



【会員のひろば】 

 

《 

71
歳
か
ら
の
山
歩
き 

》 

 
趣
味
、嗜
み
が
無
い
の
で
す
。「
昔
は
・
・
・
」

と
い
う
事
は
あ
る
の
で
す
が
、「
今
は
」
が

あ
り
ま
せ
ん
。
義
父
の
残
し
た
ミ
ニ
盆
栽

を
引
き
継
い
だ
の
で
す
が
、
ひ
と
夏
で
枯

ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
散
歩
を
し
て
い

て
も
、
た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま

ら
な
い
の
で
す
。
目
的
や
分
か
り
や
す
い

結
果
が
無
い
と
続
か
な
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
成
れ
の
果
て
で
す
。 

 

２
年
前
に
、
思
い
つ
い
て
山
歩
き
を
始

め
ま
し
た
。「
70
過
ぎ
て
、
何
を
考
え
て
い

る
の
か
」
と
周
り
に
呆
れ
ら
れ
な
が
ら
、

持
ち
前
の
勉
強
熱
心
さ
で(

笑)

旅
行
社
の

山
歩
き
講
習
会
の
参
加
か
ら
始
め
、
飯
能

あ
た
り
の
低
山
歩
き
、
秋
に
は
紅
葉
の
涸

沢
ま
で
。
去
年
は
郷
里
の
白
山
に
登
っ
て 

      

き
ま
し
た
。
た
だ
70
過
ぎ
た
初
心
者
に
付

き
合
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
少
な
く
、
一
人

で
は
何
か
の
時
に
怖
い
の
で
、
機
会
が
少

な
い
の
が
悩
み
で
す
。
ど
な
た
か
秩
父
の

山
な
ど
を
ご
一
緒
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
。 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
で
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会

に
は
熱
心
な
の
で
す
が
、
所
属
の
「
み
ん

な
の
会
」
に
参
加
率
が
悪
く
、
不
良
会
員

で
す
。
桂
会
長
始
め
、
皆
さ
ん
の
ご
厚
意

に
甘
え
て
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
今
年
１

月
、
成
田
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
の
日
本
橋
七
福

神
め
ぐ
り
、
水
天
宮
で
す
。 

み
ん
な
の
会 

西 

和
彦 

          

《 

賀
寿
の
会 

》 

 

八
展
会
の
年
中
行
事
の
中
に
ユ
ニ
ー
ク

で
楽
し
い
企
画
『
賀
寿
の
会
』
が
あ
る
。

「
傘
寿
」
と
言
う
人
生
の
節
目
の
歳
を
迎

え
た
会
員
を
仲
間
で
祝
う
会
の
こ
と
だ
。 

一
人
で
祝
わ
れ
る
の
は
気
恥
ず
か
し
い

の
で
、
誕
生
年
に
多
少
の
ず
れ
が
あ
っ
て

も
１
回
に
二
人
ず
つ
祝
う
。
会
場
は
趣
を

変
え
て
、
庭
園
も
楽
し
め
る
椿
山
荘
や
、

時
に
は
区
役
所
の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ

る
。
主
役
二
人
は
主
賓
席
に
座
り
、
司
会

進
行
の
も
と
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
か
ら
祝
辞

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
一
同
か
ら
の
バ
ラ
の
花
束
贈
呈
だ
。

日
頃
花
束
な
ど
も
ら
い
な
れ
な
い
男
は
照

れ
る
も
の
の
、
最
後
に
撮
影
す
る
記
念
写

真
に
は
花
束
を
手
に
し
て
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
で
収
ま
っ
て
い
る
。
ま
ん
ざ
ら
で
も
な

い
の
だ
。 

祝
う
方
も
祝
わ
れ
る
方
も
み
な
が
幸
せ

な
気
分
に
な
る
『
賀
寿
の
会
』。
八
展
会
が

発
足
し
て
幾
年
か
が
経
っ
た
今
か
ら
丁
度

10
年
前
の
こ
と
、
傘
寿
を
迎
え
た
仲
間
が

二
人
い
た
。
こ
の
年
に
こ
の
企
画
が
生
ま

れ
た
。 

日
本
男
性
の
平
均
寿
命
は
81
歳
を
超

え
た
。
傘
寿
は
マ
ラ
ソ
ン
で
言
え
ば
40
キ

ロ
辺
り
。
ま
さ
に
、
良
い
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
互
い
に
エ
ー
ル
を
掛
け
合
う
人
生
の

感
動
的
瞬
間
だ
。 

今
年
で
６
回
目
、
祝
わ
れ
た
会
員
は
12

名
に
な
る
。
残
念
な
の
は
初
回
は
20
名
い

た
会
員
が
半
数
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

だ
。
で
も
祝
わ
れ
る
者
は
ま
だ
２
名
い
る
。

晴
れ
晴
れ
し
い
祝
い
会
が
あ
る
の
は
何
と

も
嬉
し
い
こ
と
だ
。  

八
展
会 

熊
谷
玄
之 

         

 



【各会の思い出の行事】 

体験発表 

グループトーク 

《 

会
設
立
当
初
の
思
い
出 

》 

設
立
総
会
の
後
、
会
と
し
て
の
具
体
的

な
活
動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
場
で
、

藤
沢
周
平
フ
ァ
ン
の
私
は
自
分
が
考
え
て

い
た
予
定
の
映
画
鑑
賞
に
、
食
事
会
を
付

け
て
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
図
ら
ず

も
「
二
三
の
会
」
の
第
１
回
活
動
が
、
平

成
23
年
７
月
４
日
に
実
現
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

映
画
は
、
藤
沢
周
平
短
編
集
「
闇
の
穴
」

を
原
作
と
し
た
「
小
川
の
辺
（
ほ
と
り
）」

で
、
武
家
社
会
の
忠
義
・
規
律
・
慣
習
と

友
情
・
家
族
愛
と
の
相
克
に
苦
し
む
一
人

の
武
士
を
描
い
た
内
容
に
、
重
苦
し
い
感

情
の
一
方
で
、
何
か
し
っ
と
り
と
し
た
余

韻
の
様
な
も
の
を
感
じ
な
が
ら
、
映
画
館

を
後
に
し
ま
し
た
。 

男
子
７
名
、
女
子
３
名
で
行
わ
れ
た
場

所
を
変
え
て
の
食
事
会
は
、
共
に
映
画
を

見
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
参
加
者
同
士
の

心
の
距
離
が
一
挙
に
近
づ
き
、
極
め
て
盛

会
で
大
変
楽
し
い
も
の
で
し
た
。 

提
案
は
、
や
や
硬
い
会
議
の
雰
囲
気
を

ほ
ぐ
す
意
味
で
半
ば
義
務
的
に
行
っ
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
実
現
し
て
み
れ
ば
多
く

の
男
性
に
囲
ま
れ
た
久
し
ぶ
り
の
食
事
会

と
な
り
、
個
人
的
に
も
大
変
楽
し
い
も
の

で
し
た
。 

あ
の
日
か
ら
８
年
の
歳
月
が
流
れ
、
そ

の
間
に
多
く
の
活
動
を
続
け
て
結
束
を
強

く
し
つ
つ
、
33
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
二

三
の
会
」
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
２
名

あ
り
、
現
在
は
16
名
迄
減
少
し
ま
し
た
。 

様
々
な
知
識
・
技
能
・
個
性
を
持
っ
た

会
員
の
集
合
で
あ
る
現
在
の
「
二
三
の
会
」

が
、
私
が
提
案
し
た
あ
の
映
画
会
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
と
思
う
と
、
誇
ら
し
く
、
又
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「
二
三
の
会
」 
櫻
井
文
子 

  
 

 
 

 

    イ
ラ
ス
ト
は 

「
藤
沢
周
平
映
画
の
画
像
集
」
か
ら
引
用 

  

事
務
局 

武
藤
哲 

 
 

 
 

 
 

１
月
17
日
、
第
４
回
研
究

会
が
「
在
宅
で
生
き
る
―
医
療
と
介
護
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
事
務
局
を
除
い
て
45
名
、
う
ち
女
性

が
23
名
と
初
め
て
男
性
よ
り
多
く
な
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

体
験
発
表
は
、
お
母
様
を
自
宅
で
介
護

し
看
取
ら
れ
た
方
お
二
人
と
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
の
ご
母
堂
を
、
奥
様
と
二
人

で
現
在
介
護
し
て
い
る
方
で
し
た
。
介
護

生
活
で
の
葛
藤
、
親
族
を
介
護
に
巻
き
込

む
工
夫
、
訪
問
診
療
医
の
変
更
な
ど
、
体

験
し
た
方
で
な
け
れ
ば
語
れ
な
い
よ
う
な

内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、「
で
き
れ
ば
家

で
最
期
を
迎
え
た
い
け
れ
ど
、
介
護
者
の

負
担
が
や
は
り
重
そ
う
」、「
子
ど
も
に
は

子
ど
も
の
生
活
が
あ
り
、
面
倒
を
か
け
ら

れ
な
い
」、「
最
期
を
家
で
迎
え
る
の
が
難 

し
い
な
ら
、
ど
う
す
る
か
考
え
て
お
か
な 

  

い
と
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

次
回
は
「
在
宅
の
限
界
―
い
つ
？
ど
こ

が
い
い
？
」
を
テ
ー
マ
に
石
神
井
公
園
区

民
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
４
月
18
日

に
開
催
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

             

【
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
】
第
４
回
報
告 

 



 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
定 

例 

行 

事
】 

 

【
Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ
】 

▼
Ｈ
30
年
11
月
24
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
30
年
12
月
22
日
（
土
）
13
・
30
～
14
・
50 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会 

承
認
事
項 

 

第
25
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
補
填 

                                                              

《 

新
春
講
演
会
の
報
告 

》 

 

睦
会
で
は
恒
例
の
新
春
講
演
会
を
１
月
26
日

（
土
）
サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬
で
開
催
し
ま
し
た
。 

「
浮
世
絵
の
名
作
を
楽
し
む
」 

～
浮
世
絵
通
に
な
る
た
め
の 

３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
～ 

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
加
藤
陽
介
先
生
（
練
馬
区
立
美

術
館
学
芸
員
）
よ
り
、
美
人
画
の
大
家
・
喜
多
川
歌

麿
に
焦
点
を
当
て
、
名
作
「
深
川
の
雪
」
の
謎
に
迫

る
興
味
深
い
話
を
聴
き
ま
し
た
。
（
睦
会 

西
島
） 

              

☆
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）
同
好
会 

初
め
て
の
方
に
は
簡
単
な
や
り
方
の
説
明
を
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
１
金
曜
日
13
・
30
～
14
・
30 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
１
０
０
円 

(

資
料
代)   

(

問
合
せ)

四
季
会 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 

偶
数
月
第
3
木
曜
日
14
・
00
～
16
・
00 

(

会
場) 

練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 

登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

山
本
☎(

３
９
９
５
）
２
２
１
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 

え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

           

                                   

【
編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

編
集
会
議
は
３
回
目
で
す
。
編
集
作
業
の
苦
労

に
感
謝
し
、
手
際
よ
く
毎
回
欠
か
さ
ず
発
行
さ
れ

る
努
力
は
見
習
い
た
い
で
す
。
編
集
者
と
読
者
の

立
場
は
、
編
集
に
手
を
省
く
と
読
者
の
感
動
も
少

な
く
な
り
、
逆
に
、
力
を
注
ぐ
ほ
ど
感
動
が
大
き

い
も
の
と
思
う
。
記
事
内
容
と
興
味
深
さ
は
重
要

で
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
は
原
稿
集
め
が
不
可
欠
で

あ
る
。 

日
頃
か
ら
、
一
読
者
と
し
て
幾
つ
か
感
じ
て
い

る
こ
と
は
、
全
体
に
「
型
に
は
ま
り
過
ぎ
て
い

る
」、
例
と
し
て
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
な
ど
の
文

字
数
を
も
っ
と
自
由
に
し
、「
定
例
行
事
」
は
年

に
２
回
の
記
載
と
し
、
代
わ
り
に
定
例
連
絡
会
で

の
特
記
事
項
な
ど
の
議
事
録
や
、
各
同
期
会
の
活

動
報
告
や
話
題
の
掲
載
を
希
望
し
ま
す
。 

最
後
に
時
節
柄
、
古
臭
い
「
縦
書
き
」
を
辞
め
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
変
換
不
要
の
編
集
と
、
読
み
易
い
「
横
書

き
」
編
集
へ
の
大
変
革
を
希
望
し
ま
す
。 

 
 

メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る 

 

猪
俣 

                【
編
集
後
記
】 

好
評
の
う
ち
に
恒
例
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

次
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ

ミ
ナ
ー
」
で
す
。
今
年
も
ど
ん
な
新
し
い
同
期
会
が

生
ま
れ
る
か
期
待
し
て
待
ち
ま
し
ょ
う
。 

早
々
と
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
第
一
部
の

出
演
者
も
決
ま
り
、
ま
た
一
段
と
楽
し
い
も
の
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。（
五
） 
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